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問 10 我が国の地中送電線路に関する記述として，誤っているものを次の(1)～(5)

のうちから一つ選べ。 

 

(1) 地中送電線路は，電力ケーブルを地中に埋設して送電する方式である。同じ

送電容量の架空送電線路と比較して建設費が高いが，都市部においては用地の

制約や，保安，景観などの点から地中送電線路が採用される傾向にある。 

(2) 主な電力ケーブルには，架橋ポリエチレンを絶縁体とした CV ケーブルと，

絶縁紙と絶縁油を組み合わせた油浸紙を絶縁体とした OF ケーブルがある。OF

ケーブルには油通路が設けられており，絶縁油の加圧によりボイドの発生を抑

制して絶縁強度を確保するための給油設備が必要である。 

(3) 電力ケーブルの電力損失において，抵抗損とシース損はケーブルの導体に流

れる電流に起因した損失であり，誘電体損は電圧に対して絶縁体に流れる同位

相の電流成分に起因した損失である。CV ケーブルと OF ケーブルの誘電体損

では，一般に OF ケーブルの方が小さい。 

(4) 電力ケーブルの布設方法において，直接埋設式は最も工事費が安く，工期が

短いが，ケーブル外傷等の被害のリスクが高く，ケーブル布設後の増設も難し

い。一方で，管路式と暗きょ式(洞道式)は，ケーブル外傷等のリスク低減やケー

ブル布設後の増設にも優れた布設方式である。中でも暗きょ方式は，電力ケー

ブルの熱放散と保守の面で最も優れた布設方式である。 

(5) 地中送電線路で地絡事故や断線事故が発生した際には，故障点位置標定が行

われる。故障点位置標定法としては，地絡事故にはパルスレーダ法とマーレー

ループ法が適用でき，断線事故にはパルスレーダ法と静電容量測定法が適用で

きる。 
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問 11 直流送電に関する記述として，誤っているものを次の(1)～(5)のうちから一

つ選べ。 

 

(1) 系統連系のための直流送電では，交直変換所の設置が必要となる。 

(2) 交流送電のような同期安定度の問題がないので，長距離送電に適している。 

(3) 直流の高電圧大電流の遮断は，交流の場合より容易である。 

(4) 直流は，変圧器で簡単に昇圧や降圧ができない。 

(5) 交直変換器からは高調波が発生するので，フィルタ設置等の対策が必要であ

る。 
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